
【GIGA×指導の工夫・改善】 スプレッドシートを活用した子供の学習状況の把握（見取り）と指導の工夫

橿原市立白橿中学校（奈良県）リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

＜考察＞
○取組み内容
授業の最初にスプレッドシートに本日の目標を記入す
る。さらに授業の中で、疑問に思ったこと・わかったこ
と・発問に対する回答等も具体的にスプレットシートに
記録する。
○成果
共有シートに記入することで、他者の学習の「目標」が
クラス内で可視化され、それが互いの学びに対する良
い刺激となった。また、「目標」だけでなく、授業の中で
「やってみた事や分かった事」、さらに何をやってみた
のか、より「具体的な中身」も記入できるようにシート
に項目を作成した。それぞれの学習との向き合い方を
共有させた事が、消極的な生徒にもいい刺激となり、
良い効果を生んでいる。

英語 （目的） スプレッドシート等を活用した学びの充実を目指した授業の実施

○スプレッドシートの活用
スプレッドシートの活用事例を研修会で知り、授業に取入
れた。日頃から授業で学習支援ソフトを積極的に使用して
いることもあり、生徒達もＧＩＧＡ端末を意欲的に使っている。
日頃の授業から、学びが止まってしまっている生徒に対し、
どういった手立てがあるのか課題だと感じていた。そこで、
スプレッドシートを共有し、手始めに授業の最初に本日の
自分の「目標」をシートの記入するよう指示した。その後、
徐々に記入する機会を増やし、発問に対する回答、疑問に
思ったこと、わかったこと等を具体的にスプレットシートに
記録させるように進めた。


